
 

 

小城市立三日月中学校                         校長 藤瀬 秀隆 

令和５年度 学校経営計画 

学校教育目標 夢に向かい主体的に学び、行動できる生徒の育成 

～夢・自信・チャレンジ三中～ 

学  校  像 子 ど も 像 教  師  像 

○生徒・保護者・地域から信頼 

される学校 

○安心・安全で笑顔あふれる 

学校 

○明るく活気に満ちた学校 

○志をもち、夢に向かって全力で

粘り強く努力する生徒 

○自信と誇りをもち、主体的に行

動する生徒 

○豊かな心をもち、新たなことに

チャレンジする生徒 

○教育愛を持ち、一人ひとりの

生徒の育ちを支える教師 

○自ら学び新たなことに積極

的に取り組む教師 

○同僚意識を高く持ち、組織対

応に貢献できる教師 

 

 

  

校長の経営方針 

 

 

１ 個別最適な学びを実現し、全ての生徒が主体的に教育活動に参加

できる教育環境づくりの推進。 

２ 危機管理を徹底し、生徒、教師が安全・安心に教育活動に取り組

める教育環境づくりの推進  

３ 生きて働く学力、豊かな心、健やかな体を育む授業実践 

４ 一人一人のニーズに応える特別支援教育の推進 

５ 生徒が主体的に企画・運営し感動体験を味わう教育活動の推進 

６ 教職員の資質・能力を高め、教育の質を高める働き方改革の推進 

教育目標達成のための重点取り組み                      

項  目 重点取組内容 本年度の具体的な取組 

①学力向上 

（授業改善） 

（ＩＣＴ利活用） 

○学力の３観点を確実に伸ばす

授業展開と適切な評価の推進 

 

○学力を伸ばす学級、学年集団

づくり 

○学習を振り返り、粘り強く学

習に取り組む態度の育成及び家

庭学習の習慣化 

○一人一台タブレットの活用 

○「知識・技能」「思考・判断・表現

力」「主体的に学習に取り組む態度」

を伸ばす授業研究（校内研修）。 

○異学年交流による学習意欲、学習効

果の向上 

 

○家庭学習ノート（かけはしノート） 

の活用（新様式） 

○校内研究のサブテーマに位置づけ、

効果的な活用を模索する。 

②心の教育  

（いじめ防止） 

○人権教育の推進 

 

○いじめ防止、早期発見・早期

対応 

○道徳、学活での人権意識の醸成 

○人権週間における講話会 

○居場所づくり・絆づくりの充実 

○いじめの積極的認知 

○友だちや教師に相談しやすい雰囲

気の醸成 

○小城市いじめ防止・心を考える日の

生活アンケートの実施(毎月10日) 



 

 

③健康・体つくり 

○自分の体力や健康についての

関心を高める 

 

○食育の推進 

○安全に関する資質・能力を高

める 

○スポーツテスト結果の理解及び将

来の健康に向けての考察 

○起床・就寝時間の意義の理解と啓発 

○給食内容の紹介及び残食減少 

○交通安全教室、薬物・防犯教室の開

催。 

④業務改善・教職員の働 

き方改革の推進 

○教職員自身の意識改革 

○行事内容及び規模の適正化 

○時間外勤務時間の削減 

 

 

 

 

○健康管理体制の充実 

○常態化した業務習慣の改善 

○コロナ後の学校行事の在り方検討 

○「部活動に係る活動方針」に沿った

授業日に１日、土・日に１日休みの

週計画の徹底 

○教員が生徒に向き合える教育課程

の編成 

○健康診断後の再検査の徹底 

○衛生・健康管理委員会の定期開催 

⑤学校独自の項目 

志をもち、夢実現に全

力を尽くす生徒の育成

～授業、行事、部活動

等を通して～ 

○生徒参画によるよりよい学校

づくり 

○生徒の主体性を育む行事運営 

 

○志を語る会の開催 

 

○輝く部活動づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ボランティア活動の推進 

 

 

○生徒参画による校則の見直し（生徒

自身が納得する校則制定） 

○生徒会、実行員会主導の行事運営を

支える教師の支援 

○校長との会食による「志を語る会」 

 の実施 

○さわやかな言動ができる生徒を目

指し、あいさつ、返事、礼儀、感謝

の心、仲間との信頼等部活動で培わ

れる人間性を大切にし、輝く生徒を

広報していく 

○感動や成長を共有できるよう臨場

指導に努めるとともに科学的なト

レーニング法や効率的な練習を行

うためトレーナーを活用 

○地域貢献に寄与するボランティア

活動の企画・実践 

 

 


